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医療提供体制等の負荷 監視体制 感染状況

病床全体
うち重症者
用病床

療養者数
検査
陽性率

新規
感染者数

先週１週間
との比較

感染経路
不明割合

11/6 314床 10床 増加 増加 626
人/週

増加 53.7％

11/5 285床 9床 増加 増加 580
人/週

増加 52.2％

ステージ３
基準 250床 25床 増加 増加 133

人/週
増加 50％

11月７日をもって、「ステージ３」へ移行
【判断の根拠】

別添のとおり

【ステージ３の基本認識】
ステージ３は、集団感染が数多く発生するなど感染者がさらに増加している状況であり、社会経済活動
への影響を考慮しながら、感染状況に応じて徹底した感染防止対策を講じることにより、感染拡大の抑え
込みを図る重要なステージ

【感染状況等を踏まえた施策の考え方】
全道域での危機感や感染防止意識をより一層高めつつ、感染状況に応じて、地域や業態を限定しなが

ら、道民等に対して特措法に基づく更なる協力要請を行うとともに、普及啓発等の感染拡大防止対策の
一段の強化を実施 １



判断の根拠について

１０月２８日の警戒ステージのステージ２への引き上げ以降も、連日５０名以上の新規感染者が発生
し、１１月２日には９６名と都道府県の中でも最多となり、１１月５日には１１９名と過去最多を更新した。

入院患者数については、１０月４日に１００名を超えてから１０月２７日に１５１名となるまでに２３日間
かかっていたが、その後７日間で２００名を超え、その後、２日間でステージ３の基準を超える２８５名と
なった。さらに翌１１月６日には３１４名になるなど、増加の速度が急激となっている。

年代別割合では、３０代以下が半数以上を占め、若い世代を中心に感染が拡大するとともに、高齢
者の実数も増加するなど、世代を問わず感染の広がりが見られる。

地域の感染状況は、ステージ２に移行した１０月２８日以降も、空知、石狩、胆振、上川振興局管内
で集団感染が新たに発生するなど、引き続き、全道域での感染拡大が継続している。

感染者の行動履歴では、道外との往来、会食や会合などへの参加、職場内や家庭内での接触など、
幅広い場面での「マスクをしていない」、「人と人との距離が近い」といった感染リスクが高くなる行動事
例が見られ、また、接待を伴う飲食店等をはじめ、学校、職場、福祉施設などでの集団感染が確認さ
れている。

１１月６日現在、重症者用病床数は超えていないものの、ステージ３への移行の７つの指標のうち、
６つの指標で基準を超えており、新規感染者数の著しい増加が続き、世代間や地域での感染の広がり
が見られる中、入院患者数の急増による医療提供体制への負荷が急速に増していること等を総合的
に勘案し、ステージ３への移行が必要であると判断する。
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最近の感染状況について
１．警戒ステージに掲げる指標について

【医療提供体制等の負荷（指標①）】
１１月６日時点の入院患者数は３１４名、うち重症者は１０名であり、病床は「ステージ３」の指標（２５
０床）を超えている。
療養者数は、入院患者３１４名と宿泊療養者３９９名の計７１３名であり、前の一週間と比べて１．７
倍と急増している。

【監視体制（指標②】
直近１週間（１０月３１日～１１月６日）の検査数は８，７５０件、陽性率は７．２％となり、検査数、陽
性率ともに増加傾向にある。

【感染状況（指標③）】
直近１週間の新規感染者数は６２６名であり、ステージ３の指標（１３３名）を大きく超えて、前の一
週間の感染者と比べて増加傾向にある。リンクなしの感染者数割合の直近１週間平均は５３．７％で
あり、「ステージ３」の指標（５０％）を超えている。
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最近の感染状況について

【感染者の年代別割合】
３０代以下が半数以上を占め、若い世代を中心に感染が拡大するとともに、徐々に４０代以上の割
合も増え、高齢者の感染者数も増加するなど、世代を問わず感染の広がりが見られる。

【療養者の状況（入院と宿泊療養）】
入院は３１４名、宿泊療養は３９９名で療養者総数は７１３名となっている。重症者は１０名となって
おり、これを除く、無症状、軽症、中等症の患者は７０３名となっている。

【感染者の行動履歴】
感染者の主な行動履歴を見ると、道外との往来、会食や会合などへの参加、職場内や家庭内での
接触といった幅広い事例が見られる。

【集団感染の発生事例】
接待を伴う飲食店等、学校、職場、福祉施設などにおいて、１０月以降の約１ヶ月で４３件の集団
感染が確認され、それまでの８ヶ月間を上回る数の集団感染が発生している。

【地域別の感染状況】
地域の感染状況は、都市部を含む石狩振興局管内の感染者数が約８割と多数を占めており、特
に、札幌市保健所管内での感染者の増加が顕著となっている。
１０月２８日以降も空知、石狩、胆振、上川振興局管内で集団感染が新たに発生するなど、引き続
き、全道域での感染が見られる。

２．その他の数値、データについて
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札幌市における感染状況について
【全道の中での札幌市の状況】
札幌市では１０月２８日の警戒ステージのステージ２への引き上げ以降、連日５０名以上の新規感
染者が発生し、１１月５日には、過去最多となる９３名の感染者が確認され、１０月２２日からの２週間
で１２４名/週から４２５名/週へと急増している。また、直近の一週間でも全道の新規感染者数の７割
を札幌市が占め、北海道の新規感染者数が過去最多となった１１月５日の１１９名の約８割も札幌市
で発生している。
人口10万人当たりの感染者も直近一週間では２３．９３と、他の政令指定都市と比較しても極めて
高い数値となっており、札幌市以外の全道の感染者と比較して５倍を超える数値となっている。

また、札幌市内における集団感染は、１０月からの約１ヶ月間で２９件発生しており、全道の６７％を
占める。そのうち、接待を伴う飲食店等については全道の８割の２０件が札幌市内で発生し、９月まで
の件数を上回るスピードで拡大している。

【すすきの地区における感染状況】
特に、すすきの地区においては、 １０月に入り、接待を伴う飲食店の集団感染事例が増加し、若い
世代の方が酒類提供を行う料理店（居酒屋等）を利用した例も確認され、様々な業態の飲食店に感
染が広がる恐れがある。さらに、こうした飲食店等の従業員や利用者・その濃厚接触者から、福祉施
設や病院などに伝播することで、重症化しやすい方々に感染が更に広がる恐れがある。

【道内における札幌市の位置付け】
札幌市は全道の人口の３分の１を占め、都市機能が集積するなど、人の往来が活発な地域であり、
札幌市内での感染拡大は、全道の感染拡大につながる恐れがある。
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医療提供体制等の負荷（指標①）

0

50

100

150

200

250

300

350

10/7 11/6

入院患者のうち重症患者数 入院患者数（人）

重症者用病床 ２５床

314

10

病床全体 ２５０床

10/30

174

6

入院

重症

療 養 者 数

408 713 【増加】

（10/30） （11/6）

６



監視体制（指標②）
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感染状況（指標③）
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（新規感染者のうち年齢公表分を７日間平均で集計）
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療養者の状況（入院と宿泊療養）
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地域別の新規感染者数（振興局別）
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10月3日 ～ 10月9日 6 129 9 9 3 0 0 7 1 0 0 1 1 0 16 182

10月10日～10月16日 14 89 14 9 21 1 0 4 0 0 0 0 5 0 11 168

10月17日～10月23日 1 137 11 1 5 1 0 1 0 1 0 0 28 1 25 212

10月24日～10月30日 4 236 5 16 1 1 0 6 0 0 3 6 14 0 60 352

10月31日～ 11月6日 13 466 8 24 4 5 2 20 0 2 5 7 9 0 61 626
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１０月以降の道内の集団感染事例

○ 接待を伴う飲食店等 ２５件（２２９人）

○ 医療施設・福祉施設 ７件（４９人）

○ 学校 ４件（５３人）

○ 事業所等 ７件（５３人）
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感染者の主な行動履歴

○ 道外との往来

○ 家庭内

○ 飲酒を伴う会食・会合

○ 職場内

13



14（７日間合計で集計。「札幌市」には、札幌市が居住地非公表として発表した者を含む。）

地域別新規感染者数（札幌市／札幌市以外）
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新規感染者の推移（直近１週間）

10/31 11/1 11/2 11/3 11/4 11/5 11/6 合計

全 道 ８１ ６９ ９６ ７１ ７５ １１９ １１５ ６２６

札幌市 ５４ ５９ ８３ ５０ ５１ ９３ ７８ ４６８

札幌市
以外

２７ １０ １３ ２１ ２４ ２６ ３７ １５８

15

過去最多



人口１０万人当たりの感染者の状況

前週
（10/24～10/30）

直近１週間
（10/31～11/6）

７日合計
10万人当たり

人数
７日合計

10万人当たり
人数

全 道 ３４５ ６．５０ ６２５ １１．７８

札幌市 ２５３ １２．９４ ４６８ ２３．９３

札幌市
以外

９２ ２．７５ １５７ ４．６９

16※道外居住者を除く



これまでの集団感染の発生状況

２月～９月 10月～11月 計

全 道
３９件
（１７件）

４３件
（２５件）

８２件
（４１件）

札幌市
２５件
（１２件）

２９件
（２０件）

５４件
（３２件）

札幌市以外
１４件
（５件）

１４件
（５件）

２８件
（９件）

※括弧書きは、「接待を伴う飲食店等」の発生件数

（１１月６日現在）

17


